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渾身の力作が大集結！

　今年も、市民の皆さんの作品が文化会館で
展示されました。会場には、小・中学生の夏
休みの作品、保育園（所）・幼稚園、高校・
一般から応募があった書や写真、絵画、俳句
など約 470 点の作品が展示されました。
また、隣接会場では、市内小・中学生が描い

た明るい選挙啓発ポスターが展示され、好きな
作品を選んで投票する取り組みも行われました。
　今年は、台風の影響で、18 日の展示時
間が短縮されましたが、2 日間合わせて約
1,000 人が市民の力作を見に訪れました。

令和４年度松浦市民文化祭（作品展示）
　18
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（日） 美しい海を守るために

松浦ロータリークラブ（大内理史会長）

同会は大崎海水浴場で海岸のマイクロプラ
スチックを中心に清掃奉仕作業を行いました。
　この取り組みは、「第 2740 地区（長崎・
佐賀）ロータリー奉仕デー環境美化プロジェ
クト」と題し、日本全国のロータリアンが一
致団結し環境保全事業に取り組むことと、社
会奉仕活動を通してロータリーの公共イメー
ジと認知度を向上させることを目的として実
施されたものです。
　当日は 22 人の会員が、清掃を行いました。
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（木） KIREHASHI ビジネスコンテスト 2021 受賞作品商品化（木木）

　同サークル（古川友稀代表）は同社（髙野圭右
会長）の協力のもと、スラックスを作る際に出
る生地の切れ端を使った商品アイデアを募集し、
昨年 8 月末に「KIREHASHI ビジネスコンテスト
2021」を開催。入賞作品の中から４作品を商品
化し、その発表会が開催されました。
発表会にはタブレットケースで「高校の部」最優

秀賞の松田彩那さん（松浦高校 3 年）が出席。サコッ
シュで「学生の部（大学生）」優秀賞の本多美貴さ
ん（九州大学大学院）がリモート参加しました。
４商品がお披露目され、商品の説明があった後、

商品提案者へ試作品の贈呈が行われました。松田さ
んは「自分のアイデアが商品化され、多くの人に手
にとってもらえるのがうれしい」と話しました。
　古川代表は会の最後に「作品を多くの人に手に
取って貰えるよう、販売についても検討していき
たい」と話しました。
　今後は同サークル主催のWESTORY 採寸会や、
各地で開かれるマルシェ（市場）などのイベント
で販売される予定です。

▲左から前田社長、髙野会長、友田市長、古
川代表、本多さん（リモート参加）、松田さん

株式会社エミネントスラックス×長崎県立大学起業サークル「FIRPEN（ファーペン）」

▲今回の 4 商品、左から、アウトドアチェ
ア、サコッシュ（かばん）、タブレットケース、
マウスパッド
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（月） 旬を迎える養殖とらふぐをＰＲ

新松浦漁業協同組合（渡邉勝美組合長）

　同組合は市長を訪問し直営の水産加工場で
加工した刺身とちり鍋セットを贈呈、刺身と
唐揚げを市長に試食してもらい、出荷時期を
迎えた今期の養殖とらふぐをＰＲしました。
同組合では鷹島町の阿翁浦地区、殿ノ浦地

区、星鹿町、御厨町で 18 事業者がとらふぐを
生産。国内生産量日本一を誇る長崎県の中で
も松浦市は一大産地であり、渡邉組合長は、「今
年もとても質のいいとらふぐが出来ている、
これから寒くなると甘みを増してさらにおい
しくなる」と今年の出来栄えを話しました。
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（日） みんなでまちをきれいに

松浦市シルバー人材センター

同センターは、10 月の全国シルバー人材
センター事業協会普及啓発促進月間に合わせ
て、社会貢献活動の一環として市内 8 地区で
公共施設などの清掃・除草作業を行いました。
現在の会員総数は 202 人、今回の奉仕活動

には、8地区合計98人の会員が参加しました。
10 月 9 日には、御厨地区の会員 10 人が御厨

公民館周辺の除草作業を行いました。公民館周辺
を雑草が取り囲んでいましたが、作業開始から 1
時間足らずで見違えるほど綺麗になりました。
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（土） 美味しい珈琲をありがとう

第 4回珈琲感謝祭

　この催しは、コーヒーの日を祝う会（川浪
元貴会長）が国際コーヒー機関の定める「国
際コーヒーの日」に合わせて、今福神社で毎
年開催しています。
今年は新たに 2 店舗が加わり、市内外のコー

ヒー、菓子店 5 店舗がコーヒー豆などを奉納。世
界各地のコーヒーを飲める環境に感謝を表しまし
た。祭典終了後は、参加店舗によるコーヒーとス
イーツの販売が行われ、美味しいコーヒーを求め
て集まった人たちで境内がにぎわいました。
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（金） 感謝のこころを掃除に込めて

株式会社九電工松浦営業所（川久保　俊一所長）

　同社は、10 月 11 日から 22 日までを「さ
わやかコミュニティ旬間」と定め、「ありが
とう、日頃の感謝を届けます」を合言葉に、
社会貢献活動の一環として毎年清掃活動を実
施し、今年で 54 回目を迎えます。
　今回は、社員 6 人で松浦市生涯学習セン
ター（きらきら 21）周辺を清掃。この場所
をこれからもたくさんの人に気持ちよく利用
してもらいたいと、さわやかな秋晴れの中、
汗を流しました。


